
し
て
い
る
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
委
員
会
は
、
持

続
可
能
な
未
来
を
考
え
、
社

会
課
題
の
解
決
に
貢
献
す
る

ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
を
加
速
さ

せ
る
た
め
に
設
置
。
メ
ン
バ

ー
は
２
０
１
８
年
２
月
か
ら

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開

発
目
標
）
を
学
び
合
い
、
同

社
グ
ル
ー
プ
と
し
て
い
か
に

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り
組
む
べ
き

か
の
議
論
を
重
ね
て
き
た
。

　

他
に
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
、
社

会
性
報
告
、
環
境
報
告
な
ど

を
掲
載
し
て
い
る
。

　

機
能
ガ
ラ
ス
普
及
推
進
協

議
会
は
10
月
19
～
20
日
、
名

古
屋
市
中
村
区
の
名
古
屋
市

さ
さ
し
ま
ラ
イ
ブ
エ
リ
ア
で

開
催
さ
れ
る
「
ぼ
う
さ
い
こ

く
た
い
２
０
１
９
＠
Ｎ
Ａ
Ｇ

Ｏ
Ｙ
Ａ
」
に
出
展
す
る
。
内

閣
府
・
防
災
推
進
協
議
会
・

防
災
推
進
国
民
会
議
主
催
。

出
展
テ
ー
マ
は
「
自
宅
、
避

難
所
の
窓
ガ
ラ
ス
を
『
防
災

安
全
ガ
ラ
ス
』
に
し
て
災
害

へ
の
備
え
を
！
」
。
一
般
の

人
だ
け
で
な
く
、
避
難
所
を

管
轄
す
る
自
治
体
に
も
パ
ネ

ル
や
映
像
と
と
も
に
、
ガ
ラ

ス
サ
ン
プ
ル
を
見
せ
て
、
防

災
安
全
ガ
ラ
ス
へ
の
理
解
、

必
要
性
を
感
じ
て
も
ら
う
。

　

ぼ
う
さ
い
こ
く
た
い
は
、

国
内
最
大
級
の
総
合
防
災
イ

ベ
ン
ト
。
２
０
１
６
年
か
ら

毎
年
開
催
し
、
４
回
目
の
今

年
は
名
古
屋
市
で
開
催
す

る
。
名
古
屋
市
は
南
海
ト
ラ

フ
地
震
の
発
生
が
予
測
さ
れ

る
地
域
で
あ
る
こ
と
、
大
規

模
災
害
発
生
時
で
も
中
部
圏

の
社
会
・
経
済
活
動
が
維
持

さ
れ
る
た
め
の
産
官
学
を
超

え
た
共
助
の
枠
組
み
を
持
っ

て
い
る
こ
と
、
２
０
１
９
年

は
災
害
対
策
基
本
法
策
定
の

き
っ
か
け
と
な
っ
た
伊
勢
湾

台
風
か
ら
60
年
で
あ
る
こ
と

か
ら
開
催
地
と
な
っ
た
。

　

ぼ
う
さ
い
こ
く
た
い
の
テ

ー
マ
は
「
大
規
模
災
害
に
備

え
る
―
ま
な
ぶ
、
つ
な
が

る
、
つ
よ
く
な
る
―
防
災

を
、
も
っ
と
日
常
に
」
。
セ

ッ
シ
ョ
ン
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
、
ブ
ー
ス
展
示
な
ど
の
会

場
は
名
古
屋
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
ホ
ー
ル
、
テ
ン
ト
ブ
ー

ス
、
車
両
展
示
会
場
は
パ
ー

ク
エ
リ
ア
、
キ
ャ
ナ
ル
ゲ
ー

ト
エ
リ
ア
に
な
る
。
入
場
は

無
料
。
「
あ
い
ち
・
な
ご
や

防
災
フ
ェ
ス
タ
」
が
同
時
開

催
さ
れ
る
。

　

同
社
の
業
務
は
手
書
き
の

作
業
が
多
く
、
仕
入
れ
先
と

の
や
り
と
り
で
記
入
ミ
ス
や

誤
発
注
が
発
生
す
る
こ
と
が

あ
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
工
事

状
況
を
紙
ベ
ー
ス
で
ま
と
め

て
作
業
フ
ァ
イ
ル
で
保
管
し

て
い
る
た
め
、
誰
か
が
フ
ァ

イ
ル
を
使
用
し
て
い
た
り
、

元
の
場
所
に
戻
さ
な
か
っ
た

り
す
る
と
一
部
の
業
務
が
滞

っ
て
し
ま
う
。
発
注
書
と
請

求
書
を
手
作
業
で
突
き
合
わ

せ
る
の
に
時
間
が
か
か
り
、

毎
月
の
請
求
書
が
多
く
て
処

理
が
追
い
付
か
な
い
。
た

だ
、
突
き
合
わ
せ
作
業
は
重

要
で
、
毎
月
、
数
十
万
円
の

過
剰
な
請
求
を
見
つ
け
て
い

る
。
情
報
が
共
有
さ
れ
ず
に

担
当
者
だ
け
が
保
持
し
て
い

る
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

「
要
」
を
導
入
す
る
こ
と

で
、
見
積
も
り
、
発
注
、
配

車
、
請
求
、
作
業
工
程
な
ど

ガ
ラ
ス
工
事
に
つ
い
て
の
デ

ー
タ
を
一
元
管
理
。
手
書
き

作
業
を
大
幅
に
軽
減
で
き
、

最
新
情
報
を
皆
で
共
有
で
き

る
。
こ
れ
ま
で
時
間
を
費
や

し
て
い
た
作

業
フ
ァ
イ
ル

を
探
す
と
い

う
無
駄
な
時

間
を
１
人
当

た
り
最
低
で

も
年
間
９
６

０
分
削
減
で

き
、
な
お
か

つ
仕
事
の
作

業
効
率
が
向

上
す
る
。
ガ

ラ
ス
の
納
品

日
数
と
工
程
を
事
前
に
登
録

す
る
こ
と
で
、
工
事
担
当
者

が
見
逃
し
て
い
て
も
ア
ラ
ー

ト
で
知
ら
せ
る
仕
組
み
を
取

り
入
れ
た
の
で
、
ガ
ラ
ス
を

い
つ
発
注
す
れ
ば
い
い
の
か

誰
で
も
判
断
で
き
る
よ
う
に

な
る
。

　

仕
入
れ
先
と
は
主
に
電
話

と
フ
ァ
ク
ス
で
や
り
と
り
し

て
い
る
が
、
「
要
」
を
導
入

す
る
こ
と
で
、
仕
入
れ
先
へ

の
見
積
も
り
・
発
注
依
頼
を

メ
ー
ル
で
自
動
送
信
し
、
仕

入
れ
先
か
ら
の
回
答
メ
ー
ル

を
自
動
で
取
り
込
む
。
人
の

手
を
介
在
し
な
い
の
で
、
ミ

ス
や
手
間
を
省
け
る
。
整
合

性
が
取
れ
た
デ
ー
タ
に
よ
っ

て
、
発
注
書
と
請
求
書
の
突

き
合
わ
せ
時
間
や
帳
票
作
成

時
間
を
大
幅
に
短
縮
で
き

る
。

　

こ
れ
ま
で
の
作
業
を
た
だ

デ
ー
タ
化
し
て
も
、
作
業
者

が
使
い
に
く
く
て
は
意
味
が

な
い
。
皆
が
使
い
や
す
い
シ

ス
テ
ム
を
作
る
た
め
、
各
社

員
に
理
想
の
姿
を
提
示
し
て

も
ら
い
、
週
に
２
回
、
各
部

署
の
代
表
者
（
主
に
中
途
採

用
５
～
７
年
目
が
軸
）
が
集

ま
り
、
シ
ス
テ
ム
イ
オ
の
開

発
担
当
者
を
交
え
た
会
議
で

内
容
を
詰
め
て
い
る
。
小
金

澤
社
長
は
「
シ
ス
テ
ム
開
発

を
通
じ
て
、
互
い
に
他
部
署

の
仕
事
内
容
や
手
間
な
ど
を

あ
ら
た
め
て
知
る
こ
と
が
で

き
る
い
い
機
会
に
な
っ
た
と

思
う
。
社
員
自
ら
シ
ス
テ
ム

作
り
に
参
画
す
る
こ
と
で
、

期
待
以
上
に
皆
が
活
発
に
意

見
交
換
し
て
い
る
」
と
喜

ぶ
。
こ
れ
ま
で
特
定
の
知
識

や
経
験
が
な
い
と
難
し
か
っ

た
作
業
を
大
幅
に
軽
減
し
、

ア
ラ
ー
ト
機
能
を
活
用
す
る

こ
と
で
、
皆
で
助
け
合
う
環

境
を
つ
く
る
こ
と
も
狙
い
の

一
つ
。

工
事
の
進
展
確
認
電
子
化

　

同
社
は
現
在
進
行
中
の
工

事
物
件
を
２
カ
月
先
ま
で
ホ

ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
記
載
し
、

作
業
者
に
見
立
て
た
マ
グ
ネ

ッ
ト
で
現
場
の
工
程
管
理
を

し
て
い
る
。
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー

ド
を
電
子
化
す
る
た
め
、
65

㌅
テ
レ
ビ
を
二
つ
並
べ
て
再

現
。
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
化
す
る

こ
と
で
、
今
と
変
わ
ら
な
い

操
作
性
を
実
現
し
よ
う
と
計

画
し
て
い
る
。
足
跡
機
能
で

移
動
履
歴
を
追
跡
し
て
現
場

の
傾
向
を
見
え
る
化
で
き
る

の
で
、
担
当
者
が
若
手
で

も
、
客
観
的
に
ア
ド
バ
イ
ス

で
き
る
。
協
力
業
者
に
ｉ
Ｐ

ａ
ｄ
を
支
給
す
る
こ
と
で
、

現
場
で
も
社
内
と
同
じ
画
面

と
作
業
内
容
を
共
有
で
き

る
。
何
か
あ
っ
た
と
き
に
社

員
や
現
場
監
督
の
時
間
を
割

く
こ
と
が
な
い
よ
う
、
フ
ォ

ー
マ
ッ
ト
を
作
っ
て
ビ
ル
防

火
戸
の
個
別
認
定
品
の
作
業

記
録
も
取
り
入
れ
る
予
定
に

し
て
い
る
。

　

小
金
澤
社
長
は
社
長
に
就

任
後
、
２
度
に
わ
た
っ
て
シ

ス
テ
ム
開
発
に
取
り
組
ん

だ
。
１
度
目
は
予
算
の
都
合

で
断
念
。
２
度
目
は
開
発
が

前
に
進
ま
ず
断
念
し
た
。
３

度
目
の
今
回
は
、
シ
ス
テ
ム

イ
オ
の
開
発
担
当
者
か
ら
の

「
で
き
な
い
こ
と
を
可
能
に

す
る
の
が
私
た
ち
の
仕
事
な

の
で
、
何
で
も
い
っ
て
ほ
し

い
」
と
い
う
言
葉
に
心
強
さ

を
感
じ
、
２
期
に
分
け
て
シ

ス
テ
ム
を
開
発
す
る
こ
と
を

決
め
た
。
小
金
澤
社
長
は

「
予
算
・
時
間
と
皆
の
思
い

を
か
け
て
い
い
シ
ス
テ
ム
を

作
る
の
だ
か
ら
、
運
用
と
使

い
手
次
第
で
よ
り
良
い
も
の

に
な
る
だ
ろ
う
」
と
期
待
す

る
。

　

小
金
澤
社
長
に
は
、
社
員

の
教
育
環
境
が
十
分
で
な
か

っ
た
こ
と
か
ら
、
意
欲
を
持

っ
て
入
社
し
た
社
員
が
長
続

き
せ
ず
、
辞
め
て
し
ま
っ
た

と
い
う
苦
い
経
験
を
積
ん
で

き
た
。
同
シ
ス
テ
ム
は
カ
ス

タ
マ
イ
ズ
を
重
ね
、
将
来
的

に
も
若
手
の
サ
ポ
ー
ト
や
教

育
に
も
い
い
影
響
が
与
え
ら

れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

　

「
Ｅ
ｘ
ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｓ
」

は
、
工
場
・
施
工
現
場
を
問

わ
な
い
ガ
ラ
ス
ハ
ン
ド
リ
ン

グ
の
ベ
ー
シ
ッ
ク
シ
リ
ー

ズ
。
最
大
３
５
０
㌔
ま
で
の

ガ
ラ
ス
に
対
応
す
る
。
キ
ャ

ス
タ
ー
付
き
で
ポ
ー
タ
ブ
ル

仕
様
。
狭
い
場
所
で
の
ガ
ラ

ス
搬
送
に
適
す
る
。

　

「
Ｈ
ｏ
ｒ
ｉ
ｚ
ｏ
ｎ
」

は
、
ガ
ラ
ス
加
工
工
場
内
で

の
ガ
ラ
ス
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
に

特
化
し
た
シ
リ
ー
ズ
。
最
大

３
５
０
㌔
ま
で
の
ガ
ラ
ス
に

対
応
す
る
。
電
動
自
走
式

で
、
チ
ル
ト
テ
ー
ブ
ル
、
縦

型
加
工
機
、
切
断
機
、
強
化

炉
な
ど
へ
の
板
載
せ
が
可

能
。

　

「
Ｖ
ｅ
ｃ
ｔ
ｏ
ｒ
」
は
、

施
工
現
場
で
自
在
に
ガ
ラ
ス

を
搬
送
す
る
現
場
作
業
に
特

化
し
た
シ
リ
ー
ズ
。
最
大
８

０
０
㌔
の
大
板
ガ
ラ
ス
に
対

応
。
電
動
自
走
式
で
、
ロ
ボ

ッ
ト
ア
ー
ム
と
吸
着
カ
ッ
プ

の
組
み
合
わ
せ
で
ガ
ラ
ス
を

旋
回
す
る
な
ど
、
自
由
度
が

高
い
ガ
ラ
ス
ハ
ン
ド
リ
ン
グ

が
可
能
。

　

「
Ｏ
ｍ
ｎ
ｉ
」
は
、
工
場

・
施
工
現
場
を
問
わ
な
い
シ

リ
ー
ズ
。
最
大
８
０
０
㌔
の

大
板
ガ
ラ
ス
に
対
応
す
る
。

既
存
の
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
に

容
易
に
設
置
可
能
で
、
吸
着

カ
ッ
プ
フ
レ
ー
ム
。
天
井
ク

レ
ー
ン
が
な
い
工
場
で
の
大

板
ガ
ラ
ス
の
搬
送
に
活
躍
す

る
。

　

ク
ワ
ト
ロ
リ
フ
ト
社
は
２

０
０
６
年
に
創
業
。
創
業
者

は
大
手
板
ガ
ラ
ス
メ
ー
カ
ー

で
長
年
作
業
者
の
安
全
環
境

整
備
に
携
っ
て
お
り
、
ガ
ラ

ス
の
加
工
工
場
や
施
工
現
場

で
の
経
験
か
ら
、
作
業
者
が

安
全
か
つ
容
易
に
大
板
ガ
ラ

ス
を
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
で
き
る

装
置
を
開
発
。
さ
ま
ざ
ま
な

用
途
向
け
の
ガ
ラ
ス
ハ
ン
ド

リ
ン
グ
装
置
を
設
計
・
製
造

し
て
い
る
。
現
場
で
の
安
全

性
と
利
便
性
を
両
立
す
る
設

計
が
好
評
で
、
創
業
以
来
、

世
界
で
２
０
０
台
以
上
の
販

売
実
績
を
持
つ
。
通
常
の
板

ガ
ラ
ス
の
他
、
曲
げ
ガ
ラ
ス

に
対
応
す
る
吸
着
カ
ッ
プ
も

あ
る
。

　

リ
ン
テ
ッ
ク
（
東
京
都
板

橋
区
、
西
尾
弘
之
社
長
）
は

こ
の
ほ
ど
、
『
Ｃ
Ｓ
Ｒ
レ
ポ

ー
ト
２
０
１
９
』
を
発
行
し

た
。
同
社
は
社
是
「
至
誠
と

　

サ
ン
コ
ー
（
東
京
都
千
代

創
造
」
を
根
幹
に
さ
ま
ざ
ま

な
Ｃ
Ｓ
Ｒ
（
企
業
の
社
会
的

責
任
）
活
動
を
し
て
お
り
、

２
０
１
８
年
度
の
活
動
を
中

心
に
報
告
し
て
い
る
。
特
集

は
豊
か
な
森
を
育
て
て
人
と

田
区
、
山
光
博
康
社
長
）
は

地
球
を
守
る
「
マ
ン
グ
ロ
ー

ブ
植
樹
活
動
」
と
、
ビ
ジ
ネ

ス
を
通
じ
て
社
会
課
題
の
解

決
を
目
指
す
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
委

員
会
活
動
報
告
」
。

　

マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
植
樹
活
動

は
、
リ
ン
テ
ッ
ク
・

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
社
が

２
０
１
６
年
か
ら
始

め
た
。
営
業
拠
点
で

あ
る
リ
ン
テ
ッ
ク
・

ジ
ャ
カ
ル
タ
社
や
地

域
住
民
、
地
元
の
水

産
大
学
の
人
々
と
協

力
し
な
が
ら
植
樹

し
、
定
期
的
な
育
成

観
測
に
よ
っ
て
マ
ン

グ
ロ
ー
ブ
の
成
長
を

見
守
る
こ
と
で
地
域

の
環
境
づ
く
り
と
人

々
の
暮
ら
し
に
貢
献

８
月
６
日
、
後
付
け
自
動
窓

開
け
閉
め
装
置
「
ム
ー
ブ
ウ

ィ
ン
ド
ウ
」
を
発
売
し
た
。

住
宅
の
窓
に
簡
単
に
後
付
け

で
き
、
外
出
先
か
ら
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
で
操
作
す
る
こ
と

も
で
き
る
。

　

突
っ
張
り
棒
の
よ
う
に
簡

単
に
取
り
付
け
ら
れ
、
工
具

は
要
ら
な
い
。
専
用
ア
プ
リ

を
使
っ
て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

で
窓
の
開
け
閉
め
を
操
作
す

る
。
タ
イ
マ
ー
を
設
定
す
れ

ば
、
指
定
し
た
時
刻
に
自
動

開
閉
す
る
。
障
害
物
検
知
機

能
付
き
で
、
物
を
感
知
す
る

と
自
動
的
に
動
作
が
止
ま

る
。
窓
の
ロ
ッ
ク
が
で
き
る

ロ
ッ
ク
機
能
付
き
。

　

本
体
（
ブ
ラ
ケ
ッ
ト
）
は

横
１
６
５
０
×
縦
40
×
奥
行

き
30
㍉
。
電
動
部
は
横
１
２

０
×
縦
50
×
奥
行
き
45
㍉
。

重
量
は
本
体
が
９
５
０
㌘
、

電
動
部
は
３
２
０
㌘
、
Ａ
Ｃ

ア
ダ
プ
タ
ー
は
１
８
０
㌘
。

価
格
は
２
万
４
８
０
０
円

（
税
込
み
）
。

　

無
加
工
で
使
用
で
き
る
窓

枠
サ
イ
ズ
は
１
７
６
０
～
１

９
２
０
㍉
。
窓
枠
が
１
７
６

０
㍉
未
満
の
場
合
は
ブ
ラ
ケ

ッ
ト
の
カ
ッ
ト
が
必
要
に
な

る
。

「Ｖｅｃｔｏｒ」シリーズは施工現場専用

週に ２回、各部署の代表者が集まっ
て開発会議を実施

「Ｈｏｒｉｚｏｎ」シリーズは工
場内専用

「Ｅｘｐｒｅｓｓ」シリーズは工
場内・施工現場兼用

「　　　　　　　　」「　　　　　　　　」

　

Ｔ
Ｇ
Ｍ
（
東
京
都
千
代
田
区
、
弘
中
崇
社
長
、
０
３
・
６
２
６
１
・
１
２
６
０
）
は
こ
の
ほ
ど
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
・
ク
ワ
ト
ロ
リ
フ
ト
社
の
ガ
ラ
ス
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
装
置
の
販
売
を
開
始
し
た
。
「
Ｅ
ｘ
ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｓ
」
「
Ｈ
ｏ
ｒ

ｉ
ｚ
ｏ
ｎ
」
「
Ｖ
ｅ
ｃ
ｔ
ｏ
ｒ
」
「
Ｏ
ｍ
ｎ
ｉ
」
な
ど
の
シ
リ
ー
ズ
が
あ
り
、
工
場
内
専
用
、
施
工
現
場
専
用
、
工

場
内
・
施
工
現
場
兼
用
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
用
途
向
け
に
16
機
種
以
上
あ
る
。
通
常
の
板
ガ
ラ
ス
だ
け
で
な
く
、
曲
げ

ガ
ラ
ス
に
も
対
応
。
現
場
で
の
安
全
性
と
利
便
性
を
両
立
す
る
設
計
が
好
評
で
、
世
界
で
２
０
０
台
以
上
の
販
売
実

績
を
持
つ
。
ガ
ラ
ス
業
界
で
も
作
業
者
の
高
齢
化
、
人
手
不
足
が
進
ん
で
い
る
。
ガ
ラ
ス
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
装
置
を
使

え
ば
、
安
全
か
つ
容
易
に
大
板
ガ
ラ
ス
な
ど
を
搬
送
で
き
る
の
で
、
工
場
内
や
施
工
現
場
で
の
省
人
化
に
大
き
く
貢

献
す
る
。

　

小
金
澤
硝
子
（
小
金
澤
将
義
社
長
）
は
シ
ス
テ
ム
イ

オ
（
池
田
大
社
長
）
と
共
同
で
、
こ
れ
ま
で
の
労
働
環

境
を
見
直
し
、
働
き
や
す
さ
、
生
産
性
向
上
を
目
的
と

し
た
施
工
管
理
シ
ス
テ
ム
「
要
（
か
な
め
）
」
を
開
発

し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
紙
ベ
ー
ス
だ
っ
た
作
業
を
デ
ー

タ
化
し
、
ガ
ラ
ス
工
事
の
業
務
で
発
生
す
る
見
積
も

り
、
発
注
、
配
車
、
請
求
関
係
、
作
業
工
程
な
ど
の
情

報
を
一
元
管
理
。
仕
入
れ
先
と
の
見
積
も
り
・
発
注
依

頼
な
ど
の
や
り
と
り
を
自
動
化
す
る
。
社
内
の
５
×
１

・
５
㍍
の
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
で
し
て
い
る
現
場
の
工
程

管
理
も
電
子
化
。
作
業
内
容
や
現
場
情
報
な
ど
を
社
内

外
の
ど
こ
か
ら
で
も
確
認
で
き
る
。
小
金
澤
社
長
は

「
『
要
』
は
皆
で
作
る
、
皆
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
。
仕

事
の
手
間
や
ミ
ス
を
大
幅
に
軽
減
し
て
く
れ
る
の
で
、

皆
を
幸
せ
に
し
て
く
れ
る
は
ず
。
社
員
の
業
務
時
間
を

短
縮
で
き
る
の
で
、
働
き
方
改
革
に
も
つ
な
が
る
。
社

員
に
意
見
を
出
し
合
っ
て
も
ら
い
、
自
分
た
ち
で
シ
ス

テ
ム
を
作
り
上
げ
て
も
ら
い
た
い
」
と
期
待
を
寄
せ

る
。
試
行
運
用
を
経
て
、
２
０
２
０
年
６
月
か
ら
の
運

用
開
始
を
目
指
す
。

（ 3 ） 第3248号 （第3種郵便物認可） 2019年（令和元年）9月15日（日曜日）




